
のりの べたべた感は 精神安定剤!

２歳ぐらい 口に物を入れなくなったら使用開始

ふた付のり 画用紙にのりをつけて、はさみで切った紙片を上から
ぱらぱら…！それだけで素敵な作品が出来上がり！

のりの感触は肌の柔らかさに似て、ストレス解消！

手いっぱいにのりや絵の具をつける遊びは子ども達は
大好き！砂遊びも同じ効果があります！

貼ったり留めたり、長～く切って楽しんで!

テープ台はどっしり動かず、刃が安全なタイプを！

セロハンテープ

ビューンと長～く引っ張りたがったらやらせてあげて
慣れてきたら長さの調節を意識していきましょう！

破れた絵本や雑誌の修復に使ってみよう！

紙以外のものも楽しい！画用紙に鉛筆を貼ったり、
折り紙、お花紙、セロファンなど試してみましょう

特集テーマ

1月

ステキな道具との出会いを! 

時期が来て、子どもに道具を渡したからといって、すぐに
使えるようになるわけではありません。「何だろう？」と
道具をすぐに触る子もいますが、全く興味を
示さない子もいます。最も大事なことは
興味を持たせて「使いたい！」と思わ
せることです。保護者も一緒に
楽しみながら使ってみましょう。



特集テーマ

1月

子どもが安全に思いきり道具を使う為には、ある程度の子
どもの動きや行動を予測して、家に様々な仕掛けや環境を
用意することをお勧めします。
ケガをしないように配慮することはもちろんのこと、切っ
てほしくないものを遠ざけたり、自由に使ってもいい廃材
をたくさん用意したりすることで、子どもの道具への慣れ
は一段と加速し、大満足の時間を過ごせるはずです。

家で道具を使うなら! ぜひ用意してみて!

はさみやセロハンテープなどを
自由に使える机とイスを用意し
ましょう。そのすぐ隣には、ト
イレットペーパーの芯やゼリー
の容器などの廃材を入れておく
箱を用意します。

また明日、今日の続きができる
ような創作意欲を思う存分に堪
能できる環境をつくってみてく
ださい♪

はさみやのり、クレヨンなど
自分だけのお道具セットを用意
してみましょう。引き出しでも
良いですし、しっかりした箱で
も良いかもしれませんね。
自分の持ち物を大切にする気持
ちと一緒に“作りたい”という
意欲も高まること間違いなしで
す！


